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五
月
十
六
日
（
土
）
に
第
三

回
を
迎
え
た
「
西
江
原
町
大
運

動
会
」
を
西
江
原
小
学
校
運
動

場
で
開
催
し
ま
し
た
。
前
日
か

ら
の
雨
で
開
催
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
い
つ
降
り
だ
し
て
も

お
か
し
く
な
い
曇
り
空
の
中

で
、
先
生
方
の
早
朝
か
ら
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
の
お
か
げ
も
あ

り
、
予
定
通
り
の
時
間
に
開
会

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
小
学
校
の
部
で

は
、
子
供
た
ち
の
き
び
き
び
と

ま
た
、
元
気
の
あ
る
競
技
、
演

技
に
大
き
な
声
援
と
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
の

公
民
館
の
部
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
ル
ー
ル
を
今
回
か

ら
変
更
し
、
打
数
勝
負
と
い
た

し
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
の

例
年
以
上
に
真
剣
に 

競
技
さ
れ

て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

公
民
館
の
部
の
成
績
は
、
優

勝
一
部
、
準
優
勝
二
部
、
第
三

位
四
部
、
第
四
位
三
部
と
な
り

ま
し
た
。
最
後
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
小
学
校
教
職
員
の
み

な
さ
ま
、
公
民
館
実
行
委
員
会

役
員
な
ら
び
に
各
団
体
の
役
員

の
み
な
さ
ま
、
本
大
会
の
運
営

に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
体
・
レ
ク
部
長　

金
島
孝
和
）

第3回第3回  西江原町大運動会西江原町大運動会
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住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
き
い
き
と
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ご
近
所
福
祉
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
、
本
年
度
次
の
方
々

に
福
祉
委
員
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

毎
日
の
生
活
の
見
守
り
、
声
か
け
な
ど

地
域
の
安
全
、
安
心
を
見
守
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

寺　

戸　

森　
　

義
久　
　

渡
辺　

康
道

　
　
　
　

田
中　

行
治　
　

藤
原　

義
明

　
　
　
　

今
城　

孝
志　
　

川
田　

幸
弘

西
新
町　

大
月　
　

昇　
　

田
辺　

光
昭

　
　
　
　

西
山　

勝
則　
　

藤
井　

戦
志

本
新
町　

長
尾　

真
弥　
　

白
岡　
　

昇

　
　
　
　

河
合　

智
彦　
　

藤
代　

旨
弘

　
　
　
　

永
本　

勝
久　
　

三
宅　

由
加

東
新
町　

森
本
美
知
子　
　

峰
山　

訓
芳

　
　
　
　

渡
辺　
　

明　
　

高
村　

和
幸

才　

児　

中
新　
　

進　
　

細
谷　

陽
子

戸　

倉　

佐
藤
マ
ツ
ヨ　
　

藤
原　

光
教

長　

谷　

藤
井　
　

彰　
　

高
田　

洋
子

藤
ノ
木　

川
田　

克
己

山
本
住
宅 

佐
藤　

正
教　
　

北
田　

正
夫

東　

町　

坊
野　

昭
夫　
　

原
田　

定
保

　
　
　
　

森　
　

恵
子

中　

町　

山
成　
　

聡　
　

原
岡　

友
美

　

 

　
　

 

森
兼　

昭
子

西　

町　

青
木　
　

茂　
　

大
山　
　

茂

　
　
　
　

清
水　

章
夫　
　

宮
本　

英
俊

　
　
　
　

畑
中　

健
市　
　

川
上　

良
和

　
　
　
　

長
尾　

仁
史　
　

世
羅　

忠
士

　
　
　
　

江
木　

健
太

○
活
動
回
数
は
、
各
自
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
希
望
に
合
わ
せ
調
整
し
ま
す
。

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

平
成
27
年
度
福
祉
委
員

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

神　

戸　

落
合
由
紀
子　
　

戸
田　

靖
子

　
　
　
　

池
田　

好
則

小　

角　

谷
本　

和
三　
　

多
田　
　

剛

　
　
　
　

大
山　

尚
美　
　

片
山　

郁
夫

　
　
　
　

片
山　

忠
志　
　

森
兼　

高
志

　
　
　
　

西
岡　
　

茂

賀　

山　

仁
城　

澄
江　
　

（
敬
称
略
）

西
江
原
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
長

三
村　

幸
男

西
江
原
公
民
館
連
合
会
長安

原　

治
信

西
江
原
公
民
館
教
養
部
長田

中　

孝
治

新
役
員
紹
介

　

西
江
原
町
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
こ
れ
ま
で
ご
く
少
数
の
方
で
す
が
、

福
祉
協
力
員
の
方
に
給
食
サ
ー
ビ
ス(

年

二
回
）
へ
の
協
力
を
頂
い
て
い
ま
し
た
。

本
年
度
の
理
事
会
・
評
議
員
会
に
於
い
て

福
祉
協
力
員
に
つ
い
て
、
内
容
を
明
確
に

し
、
よ
り
多
く
の
方
に
、
気
軽
に
活
動
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
様
、
規
定
を
改
正
い

た
し
ま
し
た
。

　
　

【
改
正
前
】

福
祉
協
力
員
は
こ
の
会
の
趣
旨
に
賛
同

し
、
活
動
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

【
改
正
後
】

福
祉
協
力
員
は
こ
の
会
の
趣
旨
に
賛
同

し
、
活
動
に
協
力
す
る
も
の
と
し
、
申

し
出
の
あ
っ
た
者
を
登
録
し
、
会
長
が

委
嘱
す
る
。

福
祉
協
力
員
を
評
議
員
と
す
る
。

◎
今
後
お
願
い
し
た
い
こ
と

※
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
手
伝
い

　
　

年
四
回
（
５
・
10
・
11
・
３
月
）

※
公
民
館
で
開
催
の
サ
ロ
ン
の
手
伝
い

　
　

サ
ロ
ン
葵　

 

（
第
１
月
曜
日 

午
前
）

　
　

サ
ロ
ン
甲
山
（
第
３
月
曜
日 

午
前
）

※
そ
の
他
地
区
社
協
の
活
動
手
伝
い

ふ
れ
あ
い
広
場
で
の
ぜ
ん
ざ
い
コ
ー

ナ
ー
（
11
月
）
等

　

活
動
に
賛
同
し
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
、
随
時
受
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
各
地

区
民
生
児
童
委
員
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

福
祉
協
力
員
と
し
て
登
録
し
、
活
動
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
西
江
原
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
に
対
し
町
内
の
皆
様
よ
り
心
温

ま
る
ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、

趣
旨
を
尊
重
い
た
し
ま
し
て
、
西
江
原
地

区
の
福
祉
向
上
充
実
の
た
め
に
、
有
意
義

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

誠
に
有
難
く
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
福
祉
活
動
に
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご　

芳　

名　
　
　
　
　

（
順
不
同
）

　

（
香
典
返
し　

満
中
陰
志
）

三
宅　

邦
雄　

様　
　

落
合　

清
三　

様

光
瀬　
　

博　

様　
　

定
光　

隆
義　

様

森
下　
　

弘　

様　
　

橋
本　

桂
次　

様

山
本　

征
宏　

様　
　

畝
川　

雄
司　

様

戸
田　

博
之　

様　
　

原
田　

愼
二　

様

平
井　
　

真　

様　
　

角
尾　

恒
子　

様

佃　
　

恭
章　

様　
　

細
羽　

里
子　

様

原
田　

定
男　

様　
　

槙
山　

功
志　

様

　
　

西
江
原
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

片
山　

敏
光

平
成
平
成
2727
年
度
の
主
な
行
事

年
度
の
主
な
行
事

　

西
江
原
町
大
運
動
会
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、今
後
の
主
な
行
事
は
次
の
通
り
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

月

行　

事　

名

７
月

井
原
市グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

８
月

井
原
夏
ま
つ
り

納
涼
盆
踊
り
大
会

10
月

市
民
体
育
祭

ペ
タ
ン
ク
大
会

11
月

ふ
れ
あ
い
広
場

12
月

し
め
縄
づ
く
り

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

２
月

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
集
い

福
祉
協
力
員
募
集
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総務部
部　長：前原　義明
副部長：三村　幸男
　　　　猪原　俶江

　

１
公
民
館
の
管
理
・
運
営
全
般
に
関
す
る

こ
と

２
公
民
館
事
業
の
啓
発
推
進
と
調
査
研
究

及
び
専
門
部
間
の
調
整
に
関
す
る
こ
と

３
運
営
審
議
会
に
関
す
る
こ
と

４
他
の
専
門
部
に
属
さ
な
い
こ
と

　
（
運
営
審
議
会
・
管
理
運
営
委
員
会
）

情報部
部　長：山室　　正
副部長：中山　恒男

１
情
報
収
集
、
記
録
の
整
理
に

　

関
す
る
こ
と

２
広
報
紙
、
広
報
に
関
す
る
こ
と

　
（
公
民
館
だ
よ
り
・
パ
ソ
コ
ン
教
室
）

教養部
部　長：田中　孝治
副部長：青江　淳子
　　　　井上　京子

１
幼
児
教
育
学
級
・
家
庭
教
育
学
級
・
婦

人
学
級
に
関
す
る
こ
と

２
講
演
会
・
講
習
会
の
開
催
に

　

関
す
る
こ
と

　
（
ア
ッ
ピ
ー
広
場
・
た
ん
ぽ
ぽ
学
級

　

レ
デ
ィ
ー
ス
講
座
）

福祉部
部　長：妹尾　恭治
副部長：川上　昌弘
　　　　藤井　文雄
　　　　藤井　治樹

１
福
祉
活
動
推
進
に
関
す
る
こ
と

２
各
種
福
祉
団
体
と
の
連
絡
調
整　

　

協
力
に
関
す
る
こ
と

　
（
サ
ロ
ン
・
敬
老
会
へ
の
協
力

　

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
集
い
）

文化部
部　長：相田　瑞明
副部長：三村　　学
　　　　渡辺　恵子

１
文
化
事
業
の
開
催
及
び
普
及
推
進
に

　

関
す
る
こ
と

２
文
化
教
室
の
管
理
運
営
、
同
好
会
等
の

育
成
と
活
動
推
進
に
関
す
る
こ
と

　
（
ふ
れ
あ
い
広
場
・
井
原
夏
ま
つ
り

　

し
め
縄
教
室
）

体育・レクリエーション部
部　長：金島　孝和
副部長：片山　智義
安部義明・落合　誠
山室基之・大山勝彦

１
町
民
の
健
康
体
育
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
振
興
事
業
の
開
催
に
関
す
る
こ
と

２
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団
体

の
育
成
と
調
整
に
関
す
る
こ
と

（
大
運
動
会
、
納
涼
盆
踊
り
大
会
、
ペ
タ
ン

ク
大
会
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
市
民
体
育
祭
）

専門部会

井原市教育委員会

西江原公民館各地区公民館

自治連合協議会
女 性 会
社会福祉協議会
各 種 団 体

運営審議会

監事

常任委員会
委員長：前原義明

管 理 運 営 委 員 会
委員長：宗髙平八　副委員長：前原義明・三村幸男・猪原俶江

館長：宗髙平八
主事：妹尾芳雅

賀山欽之助
細羽　良秋

委 員 長：三村幸男
副委員長：安原治信・森兼敏郎
　　　　　藤井治樹・藤井文雄

　

今
年
も
年
度
最
初
の
「
公
民
館
だ
よ
り
」

を
発
行
し
、
公
民
館
や
関
係
団
体
の
取
組

み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
時
期
と
な
り

ま
し
た
。

　

公
民
館
に
お
け
る
前
年
度
の
事
業
並
び

に
会
計
決
算
報
告
、
本
年
度
の
事
業
計
画
・

予
算
（
案
）
等
に
つ
い
て
は
、
五
月
二
十

一
日
に
開
催
し
た
「
運
営
審
議
会
」
と
「
管

理
運
営
委
員
会
」
に
お
い
て
承
認
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
回
覧
板
に
て

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
で
は
そ
の
一
端
を
述
べ
、
本
年
度
も

よ
り
多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
・

ご
活
用
を
賜
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
一

層
地
域
に
機
能
す
る
公
民
館
に
な
れ
ば
と

願
う
も
の
で
す
。

　

本
年
度
は
、
「
管
理
運
営
委
員
会
」
の

委
員
、
専
門
部
員
の
改
選
期
に
当
た
り
、

再
任
・
新
任
を
含
め
て
、
新
た
に
組
織
し

た
体
制
（
別
掲
）
で
公
民
館
事
業
の
推
進

に
臨
み
ま
す
。

　

諸
事
業
の
展
開
に
お
い
て
は
、
時
代
の

要
請
を
踏
ま
え
た
取
組
み
に
努
め
る
こ
と

と
し
、
各
専
門
部
は
、
計
画
に
基
づ
い
て

担
当
す
る
事
業
の
準
備
・
実
現
に
向
け
た

取
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

例
え
ば
、
一
面
に
掲
載
し
た
「
第
三
回

西
江
原
町
大
運
動
会
」
は
、
小
学
校
・

幼
児
園
と
地
域
が
連
携
し
て
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
見
守
ろ
う
と
い
う
今
日
的

課
題
へ
の
対
応
に
繋
げ
る
行
事
と
な

り
、
ま
た
、
昔
か
ら
小
学
校
（
地
域
）

が
町
民
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
で
あ
る
と

い
う
心
の
絆
を
改
め
て
認
識
さ
せ
る
と

と
も
に
、
進
展
す
る
少
子
高
齢
社
会
や

突
発
的
な
災
害
に
備
え
て
求
め
ら
れ
る

人
の
繋
が
り
を
新
た
に
醸
成
す
る
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
従
来
か
ら
の
公
民
館
行
事
や

文
化
教
室
・
学
級
な
ど
も
、
そ
う
し
た

観
点
で
捉
え
て
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し

合
い
な
が
ら
展
開
し
西
江
原
の
元
気
づ

く
り
に
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
井
原
市
を
は
じ

め
、
西
江
原
地
区
の
各
種
団
体
と
の
連

携
や
調
整
・
支
え
を
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
公
民
館
の
運
営
を
す
る
こ
と
で
き
ま

せ
ん
。
予
算
の
執
行
を
含
め
て
、
常
任

委
員
会
に
諮
り
な
が
ら
精
選
し
た
運
営

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
は
、
旧
公
民
館
前
庭

に
、
外
用
の
机
や
椅
子
な
ど
の
備
品
を

収
納
す
る
プ
レ
ハ
ブ
倉
庫
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
公
民
館
と
し
て
の
役
割
が

一
層
果
た
せ
る
よ
う
館
内
と
周
辺
の
整

備
に
つ
い
て
も
関
係
者
と
連
携
し
て
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

平成 27年度
西江原公民館組織図

公
民
館
の
役
割
を

公
民
館
の
役
割
を改め

て

改
め
て

公
民
館
長　

宗
髙
平
八
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本
年
度
は
次
の
編
集
委
員
で
公
民

館
だ
よ
り
を
発
行
い
た
し
ま
す
。
情

報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

山
室　

正　
　

猪
原
宗
治

　
　

川
合
信
子　
　

沖
津
雅
美

　
　

森
兼
敏
郎　
　

菊
地
義
雄

　
　

松
本　

博　
　

妹
尾
芳
雅 

編

集

後

記

　

自
分
磨
き
と
親
睦
を
目
的

と
し
て
、
様
々
な
講
座
を
展

開
し
て
、
楽
し
く
学
習
し
ま

す
。
今
年
度
は
次
の
よ
う
な

講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
森
兼
妙
美
）

日時 学習内容

６月
・開講式
・ストレッチ体操

７月 ・浴衣の着付け

10月 ・ウォーキング

12月 ・寄せ植え

１月 ・工場見学

２月
・お茶の作法
・閉講式

 　

五
月
二
十
八
日
に
、
西
江
原
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
平
成
二
十
七
年
度
総
会

を
開
催
し
、
平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
と

決
算
報
告
、
平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
計

画
案
と
予
算
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
七
年
度
の
「
井
原
市
が
ん
ば

る
地
域
応
援
補
助
金
」
を
活
用
し
た
事
業

と
し
て
は
、
①
「
中
高
年
齢
者
元
気
ア
ッ

プ
事
業
；
甲
山
は
つ
ら
つ
学
園
」と
②
「
雄

神
川
流
域
の
自
然
と
環
境
を
護
る
事
業
」
、

そ
し
て
、
③
「
神
戸
川
を
活
か
し
と
も
に

生
き
る
事
業
」
の
三
事
業
を
前
年
度
か
ら

継
続
し
て
実
施
し
、
所
期
の
目
的
達
成
を

目
指
し
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
、
補

助
金
（
三
事
業
で
七
〇
万
円
）
の
交
付
を

受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
展
開
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
六
年
度
の
単
年
事
業

と
し
て
「
西
江
原
史
跡
顕
彰
会
報
」
を
も

と
に
「
史
誌
」
を
編
纂
・
発
刊
し
た
「
西

江
原
の
歴
史
再
発
見
事
業
」
は
、
好
評
を

い
た
だ
い
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

そ
れ
に
替
わ
る
事
業
と
し
て
④
「
ふ
る
さ

と
の
レ
シ
ピ
を
探
し
活
か
す
事
業
」
へ
取

組
む
こ
と
を
総
会
で
決
定
し
、
補
助
金
（
申

請
額
三
〇
万
円
）
の
申
請
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

協
議
会
で
は
、
本
年
度
も
四
事
業
そ
れ

ぞ
れ
に
特
色
を
持
た
せ
た
展
開
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
西
江
原
の
歴
史
や
文
化
の

継
承
、
誰
で
も
が
親
し
め
る
川
辺
づ
く
り

や
ホ
タ
ル
な
ど
生
物
の
保
護
、
西
江
原
に

昔
か
ら
存
在
し
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
食
文

化
、
新
た
に
考
え
ら
れ
た
り
取
組
ん
だ
り

し
て
い
る
文
化
活
動
な
ど
を
レ
シ
ピ
（
食

べ
物
に
限
ら
ず
）
と
捉
え
、
関
係
す
る
人

や
事
象
を
探
す
と
と
も
に
、
将
来
的
に
は

西
江
原
の
ウ
リ
に
な
る
よ
う
に
発
展
さ
せ

る
な
ど
、
老
若
男
女
が
協
力
し
て
元
気
に

活
動
す
る
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

レディース講座レディース講座
心ゆたかにかがやいて心ゆたかにかがやいて

あ
な
た
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

平
成
平
成
2277
年
度
の
取
組
み

年
度
の
取
組
み

西
江
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会　

　

幼
児
教
育
学
級
「
ア
ッ
ピ
ー
広
場
」
は

一
歳
か
ら
四
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
対
象

と
し
て
幼
児
園
児
や
地
域
の
方
々
と
の
交

流
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
年
の
近
い
子
供
た
ち
の
遊
び
の
場
、

親
同
士
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
興
味
を
持
た
れ
た
行
事
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
飯
居
有
美
） 

日時 学習内容
５月 開講式・ふれあい体操

６月 三世代交流

７月 七夕、親子遊び

９月 矢掛運動公園で遊ぼう

１０月 出前講座

１１月 観劇会

１２月 クリスマス会

１月 警察署見学

２月 閉講式

幼
児
教
育
学
級

幼
児
教
育
学
級

「
ア
ッ
ピ
ー
広
場
」

「
ア
ッ
ピ
ー
広
場
」

　「親子で楽しく学習しよう」をテー

マに学級生が集まり企画・運営をして

います。仕事をしている人も参加でき

るようにスケジュールを調整しなが

ら、毎回楽しく和気あいあいと活動を

しています。また、家庭や子供の悩み

など相談し合える場にもなっているよ

うです。年度の途中からの参加も可能

なので、興味ある方は、いつでも遊び

に来てください。　　　　（長田千順）

日時 学習内容
５月 開講式

７月 アクセサリー作り

８月
電車を乗り継いで
　　　　　出かけよう

10月 講演会

11月 クラフト作り

12月 工場見学

２月 ブリザーブドフラワー

３月 閉講式・反省会

家庭教育学級「たんぽぽ」「たんぽぽ」


